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〔
判
示
事
項
〕

　

会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
四
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
該
当
し
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
同
項
本
文
の
株
主
総
会
に
お
け
る
承
認
決

議
を
経
ず
に
行
わ
れ
た
新
株
発
行
に
は
無
効
原
因
が
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
四
項

〔
事
案
の
概
要
〕

　

Ｙ1

（
被
告
）
は
、
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
に
係
る
登
録
を
受
け
、

第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
を
唯
一
の
事
業
と
し
て
い
た
株
式
会
社

（
公
開
会
社
。
発
行
済
株
式
総
数
七
万
一
〇
四
九
株
）
で
あ
る
。

　

Ｘ1

（
原
告
）
は
、
平
成
二
七
年
六
月
二
六
日
当
時
、
Ｙ1

株
式
の
全

部
を
保
有
し
て
い
た
者
か
ら
、
そ
の
全
部
を
譲
り
受
け
、
同
日
以
降

平
成
二
九
年
四
月
二
四
日
ま
で
の
間
に
Ｙ1

の
増
資
を
複
数
回
引
き
受

け
て
い
た
。
同
様
に
、
Ｘ1

の
株
主
で
あ
る
Ｘ2

ら
（
原
告
）
も
平
成
二

九
年
八
月
か
ら
平
成
三
〇
年
一
月
ま
で
Ｙ1

の
増
資
を
複
数
回
引
き
受

け
て
い
た
。
こ
の
間
、
平
成
二
八
年
四
月
一
日
、
Ｙ1

は
、
売
上
げ
が

な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
事
業
を
休
止
し
、
同
年
九
月
に
事
業
を
再
開

会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
四
項
の
株
主
総
会
決
議
を
経
ず
に
な

さ
れ
た
新
株
発
行
に
無
効
原
因
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

〔
商
法　

六
二
八
〕

判
例
研
究

（
東
京
地
判
令
和
三
年
三
月
一
八
日

令
和
一
年
ワ
第
一
六
六
二
九
号
（
第
一
事
件
）、
令
和
二
年
ワ
第
一
二
五
六
〇
号
（
第

二
事
件
）、
新
株
発
行
無
効
等
請
求
事
件
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し
た
も
の
の
、
収
益
を
得
ら
れ
る
状
況
に
な
い
た
め
、
増
資
に
よ
っ

て
資
金
調
達
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
な
お
、
Ｘ1

及
び
Ｘ2

ら
（
以
下
、

「
Ｘ1

ら
」
と
い
う
。）
は
、
Ｙ1

が
平
成
三
〇
年
六
月
六
日
に
訴
外
Ｚ
に

対
し
て
Ｙ1

株
式
一
万
四
一
三
九
株
を
一
株
の
払
込
金
額
約
二
六
九
五

円
で
発
行
す
る
ま
で
、
Ｙ1

株
式
を
す
べ
て
保
有
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　

平
成
三
〇
年
一
二
月
一
〇
日
、
Ｙ1

（
発
行
済
株
式
総
数
七
万
一
〇

四
九
株
）
の
取
締
役
会
は
、
普
通
株
式
七
万
三
九
四
九
株
の
新
株
発

行
（
一
株
に
つ
き
八
八
〇
円
）（
以
下
、「
本
件
第
一
新
株
発
行
」
と

い
う
。）
を
す
る
旨
、
そ
の
す
べ
て
を
株
式
会
社
Ｙ2

（
被
告
）
に
割

り
当
て
る
旨
を
決
議
し
、
Ｙ1

は
、
Ｘ1

（
保
有
株
式
数
一
万
五
五
九
六

株
）
ら
に
対
し
、
こ
の
決
議
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
募
集
事
項
及
び

会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
一
項
所
定
の
事
項
を
通
知
し
た
。

　

同
月
一
一
日
、
Ｙ1

は
、
Ｙ2

と
の
間
で
、
Ｙ2

が
第
三
者
割
当
増
資
を

引
き
受
け
る
旨
の
契
約
（
以
下
、「
本
件
第
三
者
割
当
契
約
」
と
い

う
。）
を
締
結
し
た
。

　

同
月
一
八
日
、
Ｘ1

は
、
Ｙ1

に
対
し
、
本
件
第
一
新
株
発
行
に
反
対

す
る
旨
の
通
知
（
以
下
、「
本
件
反
対
通
知
」
と
い
う
。）
を
し
た
が
、

同
月
二
〇
日
、
Ｙ1

の
取
締
役
会
は
、
会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
四
項

た
だ
し
書
を
適
用
し
て
同
項
本
文
の
株
主
総
会
を
開
催
せ
ず
に
本
件

第
一
新
株
発
行
を
行
う
旨
決
議
し
、
Ｙ1

は
、
Ｙ2

に
対
し
、
同
月
二
五

日
、
本
件
第
一
新
株
発
行
を
し
た
。
な
お
、
同
月
二
二
日
は
土
曜
日
、

二
三
日
及
び
二
四
日
は
休
日
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
Ｙ1

は
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
三
日
当
時
、
同
月
三
一
日
に

は
自
己
資
本
規
制
比
率
が
一
四
〇
％
を
下
回
る
見
込
み
と
な
り
、
ま

た
、
同
月
一
八
日
当
時
、
本
件
第
一
新
株
発
行
に
係
る
払
込
み
が
な

け
れ
ば
、
さ
ら
に
平
成
三
一
年
一
月
一
九
日
か
ら
同
月
二
五
日
の
間

に
は
そ
の
純
財
産
額
が
五
〇
〇
〇
万
円
を
下
回
る
こ
と
も
見
込
ま
れ

て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
令
和
元
年
六
月
二
四
日
、
Ｙ1

の
株
主
で
あ
る
Ｘ1

ら
は
、

Ｙ1

ら
に
対
し
て
、
本
件
第
一
新
株
発
行
を
無
効
と
す
る
こ
と
等
を
求

め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

な
お
、
本
件
第
一
新
株
発
行
以
降
、
Ｙ1

は
、
自
己
資
本
規
制
比
率

が
一
四
〇
％
を
下
回
る
な
ど
純
財
産
が
減
少
す
る
状
況
が
続
い
た
た

め
、
令
和
元
年
十
一
月
二
二
日
に
Ｙ2

及
び
Ｙ3

に
対
し
四
万
二
八
〇
株
、

令
和
二
年
二
月
一
九
日
に
Ｙ4

（
Ｙ2

及
び
Ｙ3

と
代
表
取
締
役
が
同
一
）

に
対
し
三
万
九
四
五
七
株
を
そ
れ
ぞ
れ
一
株
三
八
〇
円
で
発
行
を

行
っ
た
。
令
和
二
年
五
月
二
〇
日
、
Ｘ1

ら
は
、
各
新
株
発
行
の
無
効

の
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
本
判
決
に
お
い
て
い
ず
れ
も
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。

〔
判
　
旨
〕

　

一
部
認
容
、
一
部
棄
却
。
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一　

1　

会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
四
項
は
「
支
配
株
主
の
異
動
が

公
開
会
社
の
経
営
の
在
り
方
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た
な
支
配
株
主
が
現
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う

な
募
集
株
式
の
割
当
て
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
株
主
総
会
の

決
議
（
特
定
引
受
人
承
認
決
議
）
を
も
っ
て
既
存
株
主
の
意
思
を
問

う
こ
と
と
し
（
同
項
本
文
）、
他
方
、
株
主
総
会
の
開
催
に
は
相
当

の
期
間
を
要
す
る
た
め
、
株
主
か
ら
同
項
所
定
の
反
対
通
知
が
あ
っ

た
場
合
に
常
に
株
主
総
会
の
決
議
を
要
す
る
と
な
れ
ば
、
公
開
会
社

が
事
業
体
と
し
て
の
存
立
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
調
達
が

間
に
合
わ
ず
、
か
え
っ
て
株
主
の
利
益
を
害
す
る
結
果
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
項
た
だ
し
書
所
定
の
場
合
に
限
り
、

株
主
総
会
の
決
議
（
特
定
引
受
人
承
認
決
議
）
を
要
し
な
い
こ
と
と

す
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
…
…
そ
う
す
る
と
、
会
社
法
二
〇
六
条
の

二
第
四
項
た
だ
し
書
に
い
う
『
当
該
公
開
会
社
の
財
産
の
状
況
が
著

し
く
悪
化
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
開
会
社
の
事
業
の
継

続
の
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
』
と
は
、
倒
産
の
危
機
が
迫
っ

て
い
る
場
合
等
、
財
産
の
状
況
の
著
し
い
悪
化
に
よ
っ
て
公
開
会
社

の
事
業
の
継
続
が
現
に
困
難
と
な
り
、
又
は
近
い
将
来
困
難
に
な
る

蓋
然
性
が
あ
り
、
株
主
総
会
の
決
議
（
特
定
引
受
人
承
認
決
議
）
を

経
る
こ
と
な
く
当
該
特
定
引
受
人
に
対
す
る
募
集
株
式
の
発
行
を
し

な
け
れ
ば
、
公
開
会
社
の
存
立
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
緊
急
の

必
要
が
あ
る
場
合
を
い
い
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
初
め
て
同
条
四
項

た
だ
し
書
の
該
当
性
が
認
め
ら
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」。

2　
「
Ｙ1

は
、
平
成
二
八
年
か
ら
続
く
損
失
計
上
に
伴
う
財
産
状
況

の
悪
化
に
よ
り
、
本
件
反
対
通
知
（
平
成
三
〇
年
一
二
月
一
八
日
）

の
時
点
で
、
遅
く
と
も
平
成
三
一
年
一
月
二
五
日
ま
で
に
は
そ
の
純

財
産
額
が
五
〇
〇
〇
万
円
を
下
回
る
状
況
が
生
じ
て
い
た
か
ら
、
こ

の
状
況
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
関
東
財
務
局
か
ら
第
一
種
金

融
商
品
取
引
業
の
登
録
の
取
消
処
分
を
受
け
る
可
能
性
」
が
あ
っ
た
。

「
し
か
し
、
Ｙ1

は
、
上
記
の
時
点
で
上
記
状
況
に
陥
る
見
込
み
が

あ
っ
た
こ
と
の
一
事
を
も
っ
て
直
ち
に
関
東
財
務
局
か
ら
第
一
種
金

融
商
品
取
引
業
者
の
登
録
の
取
消
処
分
を
受
け
る
蓋
然
性
が
あ
っ
た

と
ま
で
は
い
い
難
く
…
…
」、
ま
た
、
一
月
二
五
日
の
時
点
に
お
い

て
、「
少
な
く
と
も
自
己
資
本
規
制
比
率
が
一
四
〇
％
を
下
回
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
資
金
調
達
の
方
法
と
し
て
、
引
受
人
の
払
込

金
額
を
合
計
六
五
〇
七
万
五
一
二
〇
円
と
す
る
本
件
第
一
株
式
（
原

文
マ
マ
）
発
行
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
え
な

い
」「
そ
し
て
、
本
件
第
一
新
株
発
行
に
会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第

四
項
た
だ
し
書
の
該
当
性
が
認
め
ら
れ
る
と
の
Ｙ1

取
締
役
会
の
判
断

…
…
は
、
①
原
告
ら
を
引
受
人
と
す
る
新
株
発
行
等
の
可
能
性
…
…

や
②
本
件
第
一
新
株
発
行
の
承
認
を
議
題
と
す
る
株
主
総
会
の
開
催

の
可
能
性
…
…
を
十
分
考
慮
し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
、
そ
の
判
断
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の
過
程
、
内
容
に
不
合
理
な
点
が
あ
っ
た
」。

　
「
こ
れ
ら
の
諸
事
情
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
財
産
の
状
況
の
著
し

い
悪
化
に
よ
っ
て
Ｙ1

の
事
業
の
継
続
が
現
に
困
難
と
な
り
、
又
は
近

い
将
来
困
難
に
な
る
蓋
然
性
が
あ
り
、
株
主
総
会
の
決
議
を
経
る
こ

と
な
く
Ｙ2

に
対
す
る
本
件
第
一
新
株
発
行
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
Ｙ1

の

存
立
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
ま
で
は
い

え
な
い
。」

二　

1　

会
社
法
二
〇
六
条
の
二
は
、「
会
社
の
支
配
権
に
関
わ
る

既
存
株
主
の
利
益
の
保
護
を
図
ろ
う
と
す
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
」。

Ｙ1

は
、「
Ｘ1

か
ら
本
件
反
対
通
知
を
受
け
た
こ
と
等
か
ら
、
Ｙ2

と
の

間
の
本
件
第
三
者
割
当
契
約
に
係
る
特
定
引
受
人
承
認
決
議
の
た
め

の
株
主
総
会
を
開
催
す
れ
ば
、
Ｙ1

の
支
配
権
に
関
わ
る
既
存
株
主
の

利
益
を
有
す
る
Ｘ
ら
の
反
対
に
よ
り
、
当
該
決
議
が
行
わ
れ
な
い
蓋

然
性
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
蓋
然
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
上
記
株
主

総
会
を
開
催
す
る
か
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
つ
つ
、
…
…
払
込
期
日

の
五
日
前
（
同
月
二
〇
日
）
に
な
っ
て
Ｘ1

に
対
し
て
上
記
株
主
総
会

を
開
催
し
な
い
旨
を
伝
え
た
と
い
う
状
況
の
下
に
お
い
て
、
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
る
Ｙ2

と
の
間
の
本
件
第
三
者
割
当
契
約
の
承
認
を
得

な
い
ま
ま
、
本
件
第
一
新
株
発
行
を
行
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
」。

2　
「
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
特
定
引
受
人
承
認
決
議
を
経
な

い
ま
ま
さ
れ
た
本
件
第
一
新
株
発
行
の
発
行
手
続
に
は
、
…
…
Ｙ1

の

支
配
権
に
関
わ
る
既
存
株
主
の
利
益
を
有
す
る
Ｘ
ら
に
対
す
る
十
分

な
配
慮
が
さ
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
利
益
を
一
方
的
に
侵
害
す
る
よ
う

な
方
法
・
態
様
で
行
わ
れ
た
点
に
お
い
て
、
公
開
会
社
に
お
け
る
内

部
手
続
の
欠
缺
に
と
ど
ま
る
と
は
い
え
ず
、
重
大
な
法
令
違
反
が
あ

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」「
Ｘ
ら
に
お
い
て
会
社
法
二
〇
六
条
の

二
第
四
項
違
反
を
理
由
と
し
て
本
件
第
一
新
株
発
行
を
差
し
止
め
る

機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
た
と
は
認
め
難
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

〔
研
　
究
〕

　

判
旨
の
結
論
に
賛
成
。

一　

本
判
決
は
、
支
配
株
主
の
異
動
を
伴
う
新
株
発
行
を
行
っ
た
会

社
が
、
会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
四
項
所
定
の
株
主
総
会
の
決
議
に

よ
る
承
認
を
経
な
か
っ
た
こ
と
が
同
項
た
だ
し
書
に
該
当
せ
ず
本
条

四
項
違
反
と
な
る
か
、
ま
た
、
同
項
の
株
主
総
会
決
議
を
経
な
か
っ

た
こ
と
が
新
株
発
行
の
無
効
原
因
と
な
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
事
案

で
あ
る
。
右
争
点
に
関
し
て
学
説
上
で
は
す
で
に
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
本
判
決
は
本
条
の
こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
初
め
て
判
示

し
た
裁
判
例
で
あ
る
。

二　

公
開
会
社
は
、
株
主
割
当
て
以
外
の
方
法
で
有
利
発
行
す
る
場

合
を
除
き
、
募
集
事
項
の
決
定
は
取
締
役
会
で
行
う
こ
と
が
原
則
で
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あ
る
（
会
社
法
一
九
九
条
一
項
三
項
、
二
〇
一
条
一
項
）。
し
か
し
、

近
時
、
資
本
市
場
に
お
い
て
不
透
明
な
第
三
者
割
当
に
よ
る
大
量
の

募
集
株
式
の
発
行
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

支
配
権
の
異
動
を
も
た
ら
す
募
集
株
式
の
発
行
に
つ
い
て
は
取
締
役

会
に
よ
る
決
定
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
平
成
二
六
年
改

正
に
よ
り
新
た
な
手
続
規
制
が
導
入
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
会
社
法

二
〇
六
条
の
二
は
、
公
開
会
社
に
お
い
て
、
募
集
株
式
の
引
受
人
が

株
主
割
当
て
以
外
に
よ
り
議
決
権
の
数
が
総
株
主
の
議
決
権
の
二
分

の
一
を
超
え
る
と
き
、
会
社
は
、
金
商
法
開
示
を
し
た
場
合
を
除
き
、

株
主
に
対
し
て
、
払
込
期
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
当
該
引
受
人
（
特

定
引
受
人
）
に
関
す
る
情
報
を
通
知
又
は
公
告
を
行
い
（
二
〇
六
条

の
二
第
一
項
柱
書
本
文
・
二
項
）、
こ
れ
を
受
け
て
、
総
株
主
の
議

決
権
の
一
〇
分
の
一
以
上
を
有
す
る
株
主
が
当
該
特
定
引
受
人
に
よ

る
募
集
株
式
等
の
引
受
け
に
反
対
す
る
旨
を
通
知
し
た
と
き
は
、
当

該
会
社
は
、
払
込
期
日
（
又
は
払
込
期
間
）
の
前
日
ま
で
に
株
主
総

会
の
普
通
決
議
に
よ
る
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る

（
同
条
四
項
）。
た
だ
一
方
で
、
当
該
会
社
の
財
産
の
状
況
が
著
し
く

悪
化
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
の
事
業
の
継
続
の
た
め

緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
株
主
総
会
を
開
催
す
る
必
要
は
な
い

（
同
項
た
だ
し
書
）。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
新
設
さ
れ
た
本
制
度
に
お
い
て
、
ま
ず
問
題

と
な
る
の
は
、
本
事
案
の
第
一
の
争
点
で
あ
る
本
条
四
項
た
だ
し
書

該
当
性
、
す
な
わ
ち
、
同
項
に
い
う
株
主
総
会
決
議
を
要
す
る
新
株

発
行
で
あ
る
か
否
か
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
支
配
権
の
異
動
を
伴
う
新
株
発
行
に
株
主
総
会
の
意
思
を

必
要
と
す
る
一
方
で
緊
急
の
資
金
需
要
の
必
要
性
が
あ
れ
ば
株
主
総

会
決
議
を
不
要
と
す
る
二
元
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
本
制
度
を
資
金

調
達
の
機
動
性
を
重
視
し
て
き
た
従
来
の
規
律
の
枠
組
み
と
の
関
係

で
ど
う
位
置
付
け
る
べ
き
か
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

本
事
案
の
第
二
の
争
点
で
も
あ
る
が
、
本
条
四
項
た
だ
し
書
に
該
当

せ
ず
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
新
株
発
行
が
無
効
原
因
と
な
る
か
ど
う

か
に
関
し
て
も
問
題
と
な
る
。
従
来
、
公
開
会
社
に
よ
る
新
株
発
行

の
意
思
決
定
に
瑕
疵
が
あ
っ
て
も
無
効
原
因
と
は
な
ら
な
い
と
す
る

判
例
が
確
立
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
本
判
決
が
本
条
四
項
所
定
の

株
主
総
会
決
議
を
欠
く
新
株
発
行
に
無
効
原
因
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、

公
開
会
社
に
お
け
る
新
株
発
行
の
無
効
原
因
を
め
ぐ
る
先
例
と
の
関

係
に
お
い
て
も
検
討
を
要
す
る
。

三　
（
1
）
本
判
決
は
、
本
件
第
一
新
株
発
行
の
会
社
法
二
〇
六
条

の
二
第
四
項
違
反
の
有
無
に
つ
い
て
、
判
旨
一
で
は
、
Ｙ1

が
第
一
種

金
融
商
品
取
引
業
の
登
録
の
取
消
処
分
を
受
け
る
蓋
然
性
が
あ
っ
た

と
ま
で
は
い
い
難
く
、
ま
た
、
本
件
第
一
新
株
発
行
が
Ｙ1

の
存
立
に

不
可
欠
と
は
い
え
ず
、
Ｙ1

取
締
役
会
に
よ
る
同
条
四
項
た
だ
し
書
該
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当
性
を
め
ぐ
る
経
営
判
断
の
過
程
及
び
内
容
が
合
理
性
を
欠
く
と
し

て
、
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
本
件
第
一
新
株
発
行
の
同
項
違
反
を
認

め
た
。
判
旨
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
る
承
認
を
要
し
な
い
場
合
、

す
な
わ
ち
、
本
条
四
項
た
だ
し
書
の
い
う
「
当
該
公
開
会
社
の
財
産

の
状
況
が
著
し
く
悪
化
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
開
会
社

の
事
業
の
継
続
の
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
」
と
は
、「
倒
産

の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
場
合
等
、
財
産
の
状
況
の
著
し
い
悪
化
に

よ
っ
て
公
開
会
社
の
事
業
の
継
続
が
現
に
困
難
と
な
り
、
又
は
近
い

将
来
困
難
に
な
る
蓋
然
性
が
あ
り
、
株
主
総
会
の
決
議
（
特
定
引
受

人
承
認
決
議
）
を
経
る
こ
と
な
く
当
該
特
定
引
受
人
に
対
す
る
募
集

株
式
の
発
行
を
し
な
け
れ
ば
、
公
開
会
社
の
存
立
自
体
が
危
ぶ
ま
れ

る
よ
う
な
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
」
で
あ
る
と
す
る
。

　

本
条
四
項
た
だ
し
書
に
つ
い
て
、
立
案
担
当
者
に
よ
る
と
、
反
対

通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
常
に
株
主
総
会
の
決
議
を
要
す
る
と
、
事
業

体
と
し
て
の
存
立
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
調
達
が
間
に
合

わ
ず
、
か
え
っ
て
株
主
の
利
益
を
害
す
る
結
果
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
（
坂
本
三
郎
「
一
問
一
答
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
」
一
三

三
頁
）、
株
主
総
会
の
省
略
が
認
め
ら
れ
る
資
金
調
達
の
緊
急
性
の

高
い
場
合
に
柔
軟
な
法
対
応
を
望
む
経
済
界
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
四
項
た
だ
し
書
の
要
件
は
、

倒
産
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
場
合
等
、
株
主
総
会
を
開
催
し
て
い
て

は
公
開
会
社
の
存
立
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
緊
急
の
事
態
が
生
じ
て
い

る
場
合
に
初
め
て
充
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
四
項
た
だ
し
書
の

「
公
開
会
社
の
事
業
の
継
続
の
た
め
」
の
文
言
は
、
要
綱
の
段
階
で

用
い
ら
れ
て
い
た
「
公
開
会
社
の
存
立
を
維
持
す
る
た
め
」
か
ら
変

更
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
実
質
的
に
変
更
が
な

い
と
さ
れ
る
（
坂
本
・
前
掲
一
三
三
頁
）。
す
な
わ
ち
、
単
に
資
金

調
達
が
緊
急
に
必
要
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
新
株
発
行
が
で

き
な
け
れ
ば
会
社
が
存
続
で
き
な
く
な
る
こ
と
ま
で
要
求
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
（
前
田
雅
弘
ほ
か
「
座
談
会
『
会
社
法
制
の
見
直

し
に
関
す
る
要
綱
』
の
考
え
方
と
今
後
の
実
務
対
応
」
商
事
法
務
一

九
七
八
号
二
八
頁
（
前
田
発
言
））。
よ
っ
て
、
本
判
決
の
示
し
た
要

件
の
内
容
は
、
立
案
担
当
者
の
理
解
に
即
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
条
と
同
様
の
規
範
は
、
東
京
証
券
取
引
所
の
企
業

行
動
規
範
で
定
め
ら
れ
て
い
る
第
三
者
割
当
て
に
係
る
遵
守
事
項
に

見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
場
会
社
は
、
第
三
者
割
当
に
よ
る

募
集
株
式
等
の
割
当
て
に
よ
り
、
当
該
第
三
者
の
議
決
権
の
比
率
が

二
五
％
以
上
と
な
る
場
合
又
は
当
該
割
当
て
及
び
当
該
割
当
て
に
係

る
募
集
株
式
等
の
転
換
又
は
行
使
に
よ
り
支
配
株
主
が
異
動
す
る
見

込
み
が
あ
る
場
合
は
、
経
営
者
か
ら
一
定
程
度
独
立
し
た
者
に
よ
る

当
該
割
当
て
の
必
要
性
及
び
相
当
性
に
関
す
る
意
見
の
入
手
、
あ
る

い
は
当
該
割
当
て
に
係
る
株
主
総
会
決
議
な
ど
に
よ
る
株
主
の
意
思
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確
認
の
手
続
の
い
ず
れ
か
を
行
う
も
の
と
し
、
た
だ
し
、
当
該
割
当

て
の
緊
急
性
が
極
め
て
高
い
も
の
と
し
て
施
行
規
則
で
定
め
る
場
合

は
こ
の
限
り
で
な
い
と
す
る
（
有
価
証
券
上
場
規
程
四
三
二
条
）。

そ
し
て
、
特
別
の
手
続
を
不
要
と
す
る
緊
急
性
が
極
め
て
高
い
も
の

と
は
、「
資
金
繰
り
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
同

条
各
号
に
掲
げ
る
手
続
の
い
ず
れ
も
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
当

取
引
所
が
認
め
た
場
合
」
と
さ
れ
（
有
価
証
券
上
場
規
程
施
行
規
則

四
三
三
条
三
）、
株
主
総
会
を
開
催
し
て
い
る
と
経
営
破
綻
に
至
る

お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
会
社
の
存
立
に
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
場
合

を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
こ
の
発
想
は
会
社
法
も
全
く
同
じ
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
（
前
田
ほ
か
・
前
掲
二
八
頁
（
静
発
言
））。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
取
引
所
の
ル
ー
ル
は
株
主
総
会
決
議
を
必
須
の

要
件
と
せ
ず
に
簡
便
な
手
続
に
よ
る
第
三
者
割
当
て
を
認
め
る
た
め
、

緊
急
性
が
極
め
て
高
い
も
の
と
し
て
手
続
き
が
不
要
と
な
る
ケ
ー
ス

は
、
極
め
て
限
定
的
に
な
る
と
さ
れ
る
（
東
証
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
第
三
者
割
当
に
係
る
上
場
制
度
の
概
要
及
び
実
務
上
の
留
意
事
項
」

https://faq.jpX
.co.jp/disclo/tse/w

eb/know
ledge7777.

htm
l

）。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
株
主
総
会
決
議
を
要
件
と
す
る
同
条

四
項
た
だ
し
書
所
定
の
緊
急
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
上
記
取
引
所
の

ル
ー
ル
の
よ
う
に
限
定
的
に
解
す
る
必
要
は
な
い
と
も
い
え
る
。
学

説
で
も
、
判
旨
が
「
公
開
会
社
の
事
業
の
継
続
の
た
め
…
…
必
要
が

あ
る
」
と
き
を
「
倒
産
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
場
合
等
」
な
い
し

「
公
開
会
社
の
存
立
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
…
…
場
合
」
に
限

定
す
る
の
は
法
文
言
の
解
釈
上
や
や
強
引
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る

（
弥
永
真
生
「
本
件
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
六
一
号
二
頁
）。
し
か

し
、
本
判
決
の
判
旨
二
で
も
会
社
法
二
〇
六
条
の
二
が
「
会
社
の
支

配
権
に
関
わ
る
既
存
株
主
の
利
益
の
保
護
を
図
ろ
う
と
す
る
趣
旨
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
条
の
主
眼
が
既
存

株
主
の
支
配
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
支
配
権
の

帰
趨
を
取
締
役
会
限
り
で
決
す
る
こ
と
を
例
外
的
に
許
容
す
る
同
条

四
項
た
だ
し
書
に
関
し
て
は
、
支
配
利
益
の
帰
趨
に
関
し
て
株
主
が

最
終
的
な
決
定
権
者
と
な
る
よ
う
に
極
力
解
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
資
金
繰
り
が
ひ
っ
迫
し
、
手
形
の
不
渡
り
を
出
す
可
能
性
が

高
い
場
合
な
ど
（
野
村
修
也
「
資
金
調
達
に
関
す
る
改
正
」
ジ
ュ
リ

ス
ト
一
四
七
二
号
二
五
頁
）、
眼
前
の
新
株
発
行
を
直
ち
に
実
行
し

な
け
れ
ば
企
業
体
と
し
て
維
持
で
き
ず
、
株
主
総
会
を
開
催
す
る
時

間
的
余
裕
す
ら
な
い
ほ
ど
の
切
迫
し
た
状
況
と
し
て
限
定
的
に
捉
え

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
後
に
検
討
す
る
通
り
、
差
止
め
が
極
め
て
困

難
と
な
る
本
条
の
下
で
は
、
本
条
違
反
の
新
株
発
行
は
無
効
原
因
に

当
た
る
も
の
と
し
て
事
後
的
に
そ
の
効
力
を
争
う
こ
と
を
通
じ
て
株

主
を
救
済
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
本
条
の
原
則
的
理
念
が
支
配
権

の
移
転
に
お
け
る
既
存
株
主
の
保
護
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
四
項
た
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だ
し
書
を
緩
や
か
に
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
判
旨
が

同
条
四
項
た
だ
し
書
に
つ
い
て
、
倒
産
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
場
合

や
公
開
会
社
の
存
立
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
緊
急
の
必
要
が
あ

る
場
合
で
あ
る
と
厳
格
に
判
示
し
た
こ
と
は
妥
当
な
理
解
で
あ
る
。

（
2
）
判
旨
は
、
上
述
の
本
条
四
項
た
だ
し
書
の
理
解
を
前
提
に
、

本
件
発
行
に
つ
い
て
本
条
四
項
た
だ
し
書
の
適
用
を
否
定
し
、
そ
の

理
由
と
し
て
以
下
の
三
点
の
事
情
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
本
件

第
一
新
株
発
行
後
に
一
四
〇
％
を
下
回
る
事
実
が
生
じ
た
際
に
、
回

復
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
取
消
処
分
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
Ｙ1

が
、
平
成
三
〇
年
十
二
月
一
八
日
の
時
点
で
自
己
資
本

規
制
比
率
が
一
四
〇
％
を
下
回
り
、
又
は
そ
の
純
財
産
額
が
五
〇
〇

〇
万
円
を
下
回
る
と
の
事
実
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
関
東
財

務
局
か
ら
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
者
の
登
録
の
取
消
処
分
を
受
け

る
蓋
然
性
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
い
難
い
こ
と
、
②
平
成
三
一
年
三

月
ま
で
の
三
カ
月
間
の
赤
字
を
補
塡
す
る
た
め
に
必
要
な
金
額
は
、

約
二
二
二
九
万
円
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
年
一
二
月
二
五
日
の
時
点
に

お
い
て
、
少
な
く
と
も
自
己
資
本
規
制
比
率
が
一
四
〇
％
を
下
回
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
資
金
調
達
の
方
法
と
し
て
、
引
受
人
の
払

込
金
額
を
合
計
六
五
〇
七
万
五
一
二
〇
円
と
す
る
本
件
第
一
株
式
発

行
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
、
③

本
条
四
項
た
だ
し
書
の
該
当
性
が
認
め
ら
れ
る
と
の
Ｙ1

取
締
役
会
の

判
断
が
、
Ｘ1

ら
を
引
受
人
と
す
る
新
株
発
行
等
や
本
条
四
項
の
株
主

総
会
開
催
の
可
能
性
に
つ
い
て
十
分
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
判
断

の
過
程
、
内
容
に
不
合
理
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
①
及
び
②
に
つ
い
て
は
、
事
業
継
続
が
困
難
と
な
る

蓋
然
性
及
び
公
開
会
社
の
存
立
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
緊
急
性

と
必
要
性
が
客
観
的
な
状
況
と
し
て
存
在
し
た
か
ど
う
か
に
関
し
て

検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
を
営
む
Ｙ1

の
よ

う
に
、
業
務
の
継
続
性
に
係
る
業
種
固
有
の
財
産
規
制
を
受
け
る
業

種
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
財
産
規
制
は
該
当
性
判
断
の
一
要
素
と
な

ろ
う
。
判
旨
の
通
り
、
Ｙ1

は
、
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
を
唯
一
の

事
業
と
し
て
い
た
と
は
い
え
、
事
業
継
続
が
困
難
に
な
る
ほ
ど
の
緊

急
性
は
な
か
っ
た
と
い
え
、
自
己
資
本
規
制
比
率
の
規
制
に
照
ら
し

て
も
、
本
件
第
一
新
株
発
行
が
な
け
れ
ば
、
Ｙ1

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
ほ
ど
の
緊
急
性
は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
、
判
旨
の
判
断
は

妥
当
で
あ
る
。

　

他
方
、
③
に
つ
い
て
は
、
本
条
四
項
た
だ
し
書
の
適
用
に
お
い
て
、

Ｘ1

ら
が
引
受
先
と
な
る
新
株
発
行
を
行
う
余
地
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、

ま
た
、
反
対
通
知
の
蓋
然
性
を
見
極
め
て
株
主
総
会
の
開
催
の
可
能

性
を
模
索
し
た
か
ど
う
か
に
関
し
て
Ｙ1

取
締
役
会
の
経
営
判
断
の
過

程
、
内
容
の
合
理
性
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
③
で
考
慮

さ
れ
た
事
情
は
、
本
条
四
項
た
だ
し
書
で
明
示
さ
れ
て
い
る
内
容
で



判 例 研 究

45

は
な
く
、
①
及
び
②
が
示
す
客
観
的
事
情
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
り
、

判
旨
が
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
本
条
四
項
た
だ
し
書
の
判
断
で
、
③
を

考
慮
事
由
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
蓋

し
こ
の
点
は
、
取
締
役
会
と
し
て
厳
し
い
判
断
を
強
い
ら
れ
る
難
局

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
経
営
判
断
原
則
の
よ
う
に
た
だ
し
書
該
当
性
を

め
ぐ
る
取
締
役
会
の
判
断
に
一
定
の
合
理
性
が
あ
れ
ば
判
旨
が
こ
れ

を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
意
と
も
解
し
う
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
ま
た
、

裁
判
所
が
た
だ
し
書
該
当
性
を
判
断
す
る
場
合
、
新
株
発
行
無
効
の

訴
え
の
場
面
で
は
差
止
め
の
場
面
に
比
べ
て
、
取
締
役
会
の
判
断
と

裁
判
所
の
判
断
と
の
間
に
時
間
の
ず
れ
が
あ
る
た
め
、
経
営
判
断
原

則
に
類
似
し
た
考
え
に
よ
り
取
締
役
会
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
（
福
島
洋
尚
「
支
配
株
主
の
異
動
を
伴
う
募
集
株
式
の
発
行

等
」
野
田
博
＝
大
杉
謙
一
＝
小
宮
靖
毅
編
『
商
事
立
法
に
お
け
る
近

時
の
発
展
と
展
望
：
丸
山
秀
平
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
二
〇
二

一
年
）
五
〇
二
頁
）、
裁
判
所
に
よ
る
後
知
恵
に
よ
る
判
断
を
回
避

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
判
旨
の
判
断
枠
組
み
は
、
た
と
え
①
及
び
②
の
客
観

的
事
情
が
満
た
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
③
の
事
情
が
認
定
さ
れ
な

い
限
り
、
た
だ
し
書
の
適
用
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
も
の
と
解
さ

れ
る
た
め
、
取
締
役
会
の
経
営
判
断
を
検
証
す
る
枠
組
み
と
し
て
そ

の
裁
量
幅
を
認
め
、
取
締
役
を
救
済
し
よ
う
と
の
趣
旨
で
あ
る
と
は

考
え
に
く
い
。
本
条
の
適
用
が
問
題
と
な
る
場
面
は
、
日
常
の
業
務

執
行
に
お
い
て
経
営
判
断
を
行
う
場
面
と
異
な
り
、
非
常
事
態
と
も

い
う
べ
き
局
面
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
窮
地
で
の
判
断
は
困
難
を

強
い
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
取
締
役
に
と
っ
て
実
際
に
取
り
う
る

選
択
肢
は
相
当
絞
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
取
締
役
に
広
い
裁
量

の
幅
を
認
め
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
判
旨
と
し
て
は
、
①
及
び

②
で
本
件
新
株
発
行
に
お
け
る
必
要
性
及
び
緊
急
性
が
な
か
っ
た
と

判
断
し
た
こ
と
が
後
知
恵
で
は
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
、
Ｙ1

取

締
役
会
が
Ｘ1

ら
を
引
受
人
と
す
る
新
株
発
行
を
行
う
こ
と
の
認
識
可

能
性
、
ま
た
、
株
主
総
会
開
催
の
可
能
性
を
探
ら
な
か
っ
た
Ｙ1

取
締

役
会
の
判
断
が
既
存
株
主
の
支
配
利
益
を
保
護
す
る
本
条
の
趣
旨
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
③
に
お
い
て
確
認
的
に
述
べ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
判
旨
が
こ
う
し
た
趣
旨
に
よ
り
③
に
お
け
る
事
情
を

考
慮
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
異
論
は
な
い
。
た
だ
し
書
自
体

は
限
定
的
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
た
だ
し
書
該

当
性
の
判
断
に
お
い
て
取
締
役
に
一
定
の
裁
量
の
余
地
が
残
る
よ
う

な
解
釈
の
枠
組
み
を
採
用
す
べ
き
で
は
な
く
、
予
見
可
能
性
の
点
か

ら
し
て
も
、
形
式
的
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

四　
（
1
）
次
に
、
本
条
四
項
た
だ
し
書
に
該
当
せ
ず
、
同
項
所
定

の
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
こ
と
が
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
る
か

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
判
旨
二
は
、
Ｙ1

は
、
Ｘ1

ら
の
反
対
通
知
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を
受
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
条
四
項
の
株
主
総
会
を
開
催
す
れ
ば

Ｘ1

ら
の
反
対
に
よ
り
承
認
を
得
ら
れ
な
い
蓋
然
性
が
あ
り
、
そ
う
し

た
蓋
然
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
Ｙ1

は
同
条
四
項
の
株
主
総
会
を
開
催

す
る
か
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
つ
つ
、
払
込
期
日
の
五
日
前
に
な
っ

て
Ｘ1

に
対
し
て
上
記
株
主
総
会
を
開
催
し
な
い
旨
を
伝
え
た
と
い
う

状
況
の
下
に
お
い
て
、
Ｙ1

の
支
配
権
に
関
わ
る
Ｘ
ら
の
既
存
株
主
の

利
益
を
一
方
的
に
侵
害
す
る
よ
う
な
方
法
・
態
様
で
行
わ
れ
た
点
は
、

公
開
会
社
に
お
け
る
内
部
手
続
の
欠
缺
に
と
ど
ま
る
と
は
い
え
ず
、

重
大
な
法
令
違
反
が
あ
り
、
ま
た
、
同
条
四
項
違
反
を
理
由
と
し
た

差
止
め
の
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
た
と
は
認
め
難
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
と
し
て
、
本
件
第
一
新
株
発
行
に
無
効
原
因
が
あ
る
と
し
た
。

　

公
開
会
社
に
お
け
る
新
株
発
行
の
無
効
原
因
は
、
明
文
の
規
定
は

な
く
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
判
例
及
び
学
説
上
、
限
定
的

に
解
さ
れ
て
い
る
（
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
第
八
版
』
八
〇
六

頁
）。
そ
の
上
で
、
従
来
の
判
例
は
、
公
開
会
社
の
新
株
発
行
が
代

表
者
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
限
り
内
部
的
な
意
思
決
定
を
欠
い
て
も
無

効
と
な
ら
な
い
と
の
考
え
方
を
堅
持
し
て
き
た
。
最
判
昭
和
三
六
年

三
月
三
一
日
民
集
一
五
巻
三
号
六
四
五
頁
に
よ
れ
ば
、
有
効
な
取
締

役
会
の
決
議
を
欠
く
新
株
発
行
に
つ
い
て
、
新
株
発
行
が
会
社
の
業

務
執
行
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
善
意
の
新
株
引
受
人
を
保

護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
会
社
を
対
外
的
に
代
表
す
る

権
限
の
あ
る
取
締
役
が
新
株
を
発
行
し
た
以
上
、
取
締
役
会
の
決
議

が
な
く
て
も
有
効
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
立
場
は
後
続
の
判
例
で
踏

襲
さ
れ
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
経
ず
に
新
株
引
受
権
を
第
三
者

に
付
与
し
た
場
合
（
最
判
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
八
日
民
集
一
九
巻
七

号
一
七
四
五
頁
。
な
お
、
昭
和
四
一
年
商
法
改
正
前
は
、
公
開
会
社

が
株
主
以
外
の
者
に
対
し
て
新
株
引
受
権
を
与
え
る
場
合
、
一
定
の

事
項
に
つ
き
株
主
総
会
特
別
決
議
が
求
め
ら
れ
て
い
た
（
昭
和
三
〇

年
改
正
商
法
二
八
〇
条
の
二
第
二
項
））、
ま
た
、
有
利
発
行
で
あ
る

の
に
株
主
総
会
特
別
決
議
を
経
ず
に
新
株
発
行
し
た
場
合
（
最
判
昭

和
四
六
年
七
月
一
六
日
判
時
六
四
一
号
九
七
頁
）
に
お
い
て
も
有
効

と
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
判
例
は
、
必
要
な
機
関
決
定
の
欠
缺
と
い

う
法
令
違
反
に
つ
い
て
、
会
社
の
代
表
者
が
定
款
の
授
権
の
範
囲
内

で
発
行
し
て
い
る
限
り
取
引
の
安
全
や
法
的
安
定
性
の
見
地
か
ら
無

効
原
因
に
な
ら
な
い
と
す
る
立
場
を
確
立
し
て
い
る
。

　

本
条
四
項
に
お
け
る
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
新
株
発
行
の
効
力
に

つ
い
て
、
従
来
の
内
部
的
意
思
決
定
を
欠
く
新
株
発
行
の
効
力
と
同

列
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
条
四
項
違
反
の
新
株
発
行
も
無
効
原

因
に
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
整
合
的
で
あ
る
（
弥
永
・
前
掲
三
頁
）。

し
か
し
、
判
旨
が
、
本
条
四
項
の
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
新
株
発
行

は
「
公
開
会
社
に
お
け
る
内
部
手
続
の
欠
缺
に
と
ど
ま
る
と
は
い
え

ず
、
重
大
な
法
令
違
反
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
の
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判
例
の
立
場
と
は
異
な
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
従
来
の
最
高
裁
判

例
が
、
取
引
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
優
先
し
て
内
部
手
続
の
瑕
疵
を

不
問
と
し
て
き
た
の
に
対
し
、
判
旨
は
、
新
株
発
行
手
続
に
お
い
て

支
配
権
に
関
わ
る
既
存
株
主
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
状
況
に
着
目
し
、

こ
れ
を
も
っ
て
重
大
な
法
令
違
反
と
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
判
旨
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
理
論
と
は
一
線
を
画
し
、
本
条
の
下

で
の
事
案
に
お
い
て
は
従
来
の
よ
う
な
内
部
的
意
思
決
定
を
欠
く
新

株
発
行
の
場
面
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
考
え
方
を
鮮
明

に
し
た
と
い
え
る
。

（
2
）
他
方
、
学
説
で
は
、
本
条
四
項
の
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
新

株
発
行
が
無
効
原
因
と
な
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
見
解
が
分
か
れ

て
い
る
。
従
来
の
内
部
意
思
決
定
を
欠
く
新
株
発
行
に
関
す
る
最
高

裁
判
例
と
同
様
に
考
え
、
公
開
会
社
の
募
集
株
式
の
発
行
等
の
手
続

違
反
は
無
効
原
因
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
（
森
本
大
介
「
第
三

者
割
当
増
資
に
関
す
る
規
律
及
び
子
会
社
株
式
等
の
譲
渡
に
関
す
る

改
正
」
商
事
法
務
一
九
八
五
号
二
七
頁
。
以
下
、
有
効
説
と
い
う
）

が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
の
が
、
無
効
原

因
と
な
り
う
る
と
す
る
見
解
（
以
下
、
無
効
説
と
い
う
）
で
あ
る
。

無
効
説
の
理
由
と
し
て
、
支
配
株
主
の
異
動
を
伴
う
募
集
株
式
の
発

行
等
は
、
実
質
的
に
会
社
の
基
礎
的
変
更
に
当
た
る
こ
と
や
（
江

頭
・
前
掲
八
〇
八
頁
）、
本
条
の
適
用
場
面
で
は
従
来
の
判
例
の
よ

う
に
新
株
発
行
の
効
力
を
維
持
す
べ
き
と
の
要
請
は
強
く
働
か
ず
、

無
効
と
解
し
て
も
特
定
引
受
人
の
手
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
通

例
で
あ
る
か
ら
取
引
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
、

と
く
に
、
二
〇
六
条
の
二
の
場
面
は
、
特
定
引
受
人
が
当
該
株
式
を

保
有
し
続
け
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
取
引
の
安
全
を
考
慮
す
る
こ
と

が
不
要
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
し
て
（
𠮷
本
健
一
「
支
配
株
主
の
異

動
を
伴
う
募
集
株
式
の
発
行
等
」
鳥
山
恭
一
＝
福
島
洋
尚
編
『
平
成

二
六
年
会
社
法
改
正
の
分
析
と
展
望
』（
経
済
法
令
研
究
会
、
二
〇

一
五
年
）
三
六
頁
、
江
頭
・
前
掲
八
〇
八
頁
）、
従
来
の
判
例
が
依

拠
し
て
き
た
根
拠
が
本
条
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
し
て
有
効
説
を
痛

烈
に
批
判
す
る
。

　

こ
れ
ら
両
説
は
、
本
条
四
項
た
だ
し
書
該
当
性
を
め
ぐ
り
株
主
に

事
前
の
差
止
請
求
又
は
事
後
の
無
効
訴
訟
の
い
ず
れ
の
方
法
で
争
わ

せ
る
べ
き
か
と
い
う
点
で
鋭
く
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
無
効
説
か

ら
は
、
争
わ
れ
れ
ば
ほ
ぼ
必
然
的
に
緊
急
の
必
要
性
の
有
無
が
争
点

と
な
り
、
結
果
が
見
え
に
く
く
法
的
安
定
性
を
欠
く
か
ら
、
無
効
原

因
と
は
せ
ず
に
差
止
請
求
で
争
う
こ
と
と
す
べ
き
と
指
摘
さ
れ
（
山

下
徹
哉
「
支
配
株
主
の
異
動
を
伴
う
募
集
株
式
の
発
行
等
」
法
教
四

〇
二
号
二
一
頁
）、
特
定
引
受
人
に
関
す
る
公
示
が
な
さ
れ
て
い
る

限
り
、
株
主
は
差
止
請
求
で
争
う
余
地
も
あ
る
と
す
る
否
定
説
の
主

張
に
対
し
て
、
肯
定
説
は
、
会
社
は
、
反
対
通
知
が
一
〇
分
の
一
以
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上
の
議
決
権
比
率
に
達
し
た
こ
と
を
開
示
す
る
義
務
が
な
く
、
株
主

が
そ
れ
を
知
る
手
段
を
有
さ
な
い
の
で
、
事
前
の
差
止
め
は
事
実
上

困
難
で
あ
り
（
山
下
・
前
掲
二
一
頁
）、
た
と
え
、
反
対
通
知
が

あ
っ
た
こ
と
を
株
主
が
知
り
得
た
と
し
て
も
、
反
対
通
知
を
す
る
期

間
と
差
止
が
可
能
な
期
間
が
重
な
り
う
る
た
め
、
時
間
的
に
差
止
仮

処
分
の
申
立
て
が
難
し
い
場
合
が
生
じ
う
る
と
す
る
（
久
保
田
安
彦

「
第
三
者
割
当
て
」
商
事
法
務
二
〇
四
一
号
三
〇
頁
）。
ま
た
、
仮
処

分
の
申
立
て
が
で
き
た
と
し
て
も
、
審
理
期
間
が
短
い
た
め
、
差
止

め
が
認
め
ら
れ
に
く
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
久
保
田
・
前
掲

三
〇
頁
、
江
頭
・
前
掲
七
九
二
頁
注
9
）。
さ
ら
に
、
本
条
四
項
の

株
主
総
会
決
議
を
欠
く
こ
と
に
よ
り
株
主
が
被
る
不
利
益
は
、
有
利

発
行
の
よ
う
に
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
な
ど
金
銭
的
解
決
に
な
じ

む
純
粋
な
経
済
的
不
利
益
で
は
な
い
か
ら
（
山
下
・
前
掲
二
〇
頁
）、

事
後
的
に
新
株
発
行
の
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
救
済
す
る
ほ

か
な
い
と
い
う
。
た
し
か
に
本
条
の
立
法
段
階
で
は
、
本
条
四
項
た

だ
し
書
該
当
性
は
差
止
訴
訟
の
中
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
整

理
さ
れ
て
い
た
が
（
岩
原
紳
作
「
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要

綱
案
」
商
事
法
務
一
九
七
六
号
七
頁
）、
蓋
を
開
け
れ
ば
現
実
は
本

事
案
の
よ
う
に
株
主
に
と
っ
て
差
止
め
で
争
う
た
め
の
時
間
的
余
裕

の
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、

無
効
説
に
よ
る
主
張
は
、
本
条
の
枠
組
み
の
中
で
差
止
請
求
及
び
そ

の
審
理
の
機
会
が
確
実
に
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

現
実
的
な
問
題
意
識
を
基
に
、
差
止
事
由
に
と
ど
ま
る
と
解
し
て
は

株
主
の
救
済
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
説
得
的

な
根
拠
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
3
）
無
効
説
が
呈
す
る
右
問
題
意
識
は
、
判
旨
に
お
い
て
も
共
有

さ
れ
て
い
る
。
判
旨
は
、
Ｙ1

が
払
込
期
日
の
五
日
前
に
な
っ
て
Ｘ1

に

対
し
て
株
主
総
会
を
開
催
し
な
い
旨
を
伝
え
る
ま
で
、
株
主
総
会
開

催
を
Ｘ1

ら
に
期
待
さ
せ
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｘ1

ら
に

は
差
止
め
の
申
立
て
を
迫
ら
れ
る
状
況
に
な
く
、
し
か
も
払
込
期
日

ま
で
の
五
日
間
の
う
ち
三
日
間
は
土
休
日
で
あ
っ
た
と
の
事
情
を
踏

ま
え
、
Ｘ1

ら
に
差
止
め
の
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
た
と
は
認
め
難
い

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｙ1

の
Ｘ1

ら
へ
の
怠
慢
な
対
応
に
よ
り
Ｘ1

ら
の

差
止
め
の
機
会
を
奪
う
結
果
と
な
っ
た
と
い
う
事
情
こ
そ
、
判
旨
が

本
件
新
株
発
行
に
重
大
な
法
令
違
反
が
あ
る
と
の
判
断
に
至
っ
た
実

質
的
な
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
弥
永
・
前
掲
二
、
三

頁
）。
判
旨
は
特
定
引
受
人
に
係
る
情
報
が
通
知
・
公
告
さ
れ
て
い

た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
株
主
に
差
止
め
を
検
討
す
る
機

会
が
事
実
上
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の

機
会
が
実
質
的
に
担
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
、
重

大
な
法
令
違
反
を
認
め
て
無
効
原
因
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
従
来
の
最
高
裁
判
例
も
株
主
の
差
止
め
の
機
会
に
対
す
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る
侵
害
に
関
し
て
重
大
な
瑕
疵
が
あ
る
も
の
と
捉
え
て
き
て
い
る
。

最
判
平
成
五
年
一
二
月
一
六
日
民
集
四
七
巻
一
〇
号
五
四
二
三
頁
は
、

差
止
仮
処
分
命
令
に
違
反
し
て
行
わ
れ
た
新
株
発
行
に
つ
き
、
差
止

請
求
権
の
実
効
性
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
無
効
原
因
が
あ
る
と
し
、

ま
た
、
最
判
平
成
九
年
一
月
二
八
日
民
集
五
一
巻
一
号
七
一
頁
は
、

募
集
事
項
の
通
知
・
公
告
を
欠
く
こ
と
は
、
株
主
の
差
止
め
の
機
会

を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
当
該
通
知
・
公
告
以
外
に
差
止
事

由
が
な
い
た
め
差
止
請
求
が
許
容
さ
れ
な
い
場
合
で
な
い
限
り
無
効

原
因
と
な
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
先
例
の
立
場
は
、
内
部
手
続
に

瑕
疵
の
あ
る
新
株
発
行
の
無
効
原
因
を
否
定
し
つ
つ
も
、
株
主
の
差

止
め
の
権
利
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
そ
の
無
効
原
因
を
認
め
る
立
場

で
あ
り
、
新
株
発
行
の
瑕
疵
に
関
す
る
株
主
の
救
済
は
事
前
の
差
止

め
仮
処
分
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が

え
る
（
田
中
亘
『
会
社
法
第
三
版
』
五
二
六
頁
（
二
〇
二
一
年
））。

も
っ
と
も
、
判
例
が
株
主
の
差
止
め
の
機
会
を
ど
の
程
度
保
障
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
官
報
公
告

（
二
〇
一
条
四
項
、
九
三
九
条
）
の
方
法
に
よ
り
公
示
が
行
わ
れ
た

場
合
、
そ
れ
を
閲
覧
す
る
可
能
性
が
低
い
株
主
に
と
っ
て
差
止
請
求

は
容
易
で
な
く
、
株
主
に
差
止
め
の
機
会
を
与
え
た
と
は
言
い
切
れ

な
い
と
の
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
が
（
山
下
徹
哉
・
会
社
法
判
例
百

選
第
四
版
二
〇
五
頁
、
田
中
・
前
掲
五
二
六
頁
）、
支
配
権
争
い
の

あ
る
同
族
会
社
の
事
案
で
差
止
め
の
機
会
を
奪
う
実
質
的
な
公
示
義

務
違
反
と
し
て
無
効
原
因
に
あ
た
る
と
す
る
裁
判
例
（
神
戸
地
判
平

成
五
年
二
月
二
四
日
判
時
一
四
六
二
号
一
五
一
頁
）
が
あ
る
一
方
で
、

通
知
・
公
告
が
形
式
的
で
あ
っ
て
も
適
法
に
行
わ
れ
れ
ば
無
効
に
は

な
ら
な
い
と
す
る
裁
判
例
（
東
京
高
判
平
成
一
九
年
三
月
二
九
日
金

判
一
二
六
六
号
一
六
頁
）
が
あ
り
、
下
級
審
判
例
で
は
必
ず
し
も
考

え
方
が
収
斂
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、

判
旨
が
Ｘ
の
差
止
め
の
機
会
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
重
大
な
瑕
疵
が

あ
る
と
判
示
し
た
こ
と
は
、
右
最
高
裁
判
例
が
差
止
め
仮
処
分
や
公

示
義
務
に
対
す
る
違
反
行
為
に
無
効
原
因
が
あ
る
と
し
て
株
主
の
差

止
請
求
権
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
と
整
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
そ
う
し
た
基
本
的
立
場
を
深
化
さ
せ
、
前
掲
神
戸
地
判
平
成
五

年
二
月
二
四
日
と
同
様
に
、
株
主
に
実
質
的
な
差
止
め
の
機
会
が
担

保
さ
れ
る
べ
き
と
の
価
値
判
断
を
示
し
た
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
4
）
本
事
案
で
は
Ｘ1

ら
が
事
実
上
差
止
め
の
機
会
を
奪
わ
れ
る
結

果
と
な
り
、
無
効
主
張
に
よ
り
事
後
的
に
争
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
こ
と
は
、
無
効
説
も
主
張
す
る
通
り
、
本
条
の
制
度
が
株
主
に

と
っ
て
差
止
め
の
機
会
を
逸
す
る
リ
ス
ク
を
多
分
に
内
在
し
た
構
造

で
あ
る
こ
と
に
そ
の
主
因
が
あ
る
。
例
え
ば
、
株
主
に
は
、
本
条
一

項
の
特
定
引
受
人
に
関
す
る
情
報
の
通
知
事
項
の
一
つ
と
し
て
「
特
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定
引
受
人
に
対
す
る
募
集
株
式
の
割
当
て
又
は
特
定
引
受
人
と
の
間

の
総
数
引
受
契
約
の
締
結
に
関
す
る
取
締
役
会
の
判
断
及
び
そ
の
理

由
」（
会
社
法
施
行
規
則
四
二
条
の
二
第
五
号
）
に
つ
い
て
情
報
提

供
さ
れ
、
具
体
的
に
は
会
社
の
状
況
、
資
金
調
達
の
必
要
性
・
緊
急

性
、
当
該
割
当
て
等
が
会
社
に
与
え
る
影
響
等
を
踏
ま
え
て
記
載
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
（
坂
本
三
郎
ほ
か
『
立
案
担

当
者
に
よ
る
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
関
係
法
務
省
令
の
解
説
』

（
別
冊
商
事
法
務
№
三
九
七
）
四
七
頁
（
二
〇
一
五
年
））、
こ
れ
で

も
っ
て
株
主
が
差
止
請
求
権
を
行
使
す
べ
き
か
を
判
断
す
る
十
分
な

情
報
が
提
供
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
会
社
法
は
、

会
社
が
株
主
か
ら
反
対
通
知
を
受
け
た
場
合
に
そ
の
こ
と
を
開
示
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
加
え
て
、
会
社
が
本
条
四
項

た
だ
し
書
に
該
当
す
る
と
し
て
株
主
総
会
を
開
催
し
な
い
決
定
を
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
は
そ
の
旨
の
株
主
へ
の
通
知
等
を
会
社
が

行
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
本
条
は
、
株
主
に
と
っ
て
、

会
社
（
取
締
役
会
）
の
判
断
や
他
の
株
主
の
動
向
に
適
時
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
株
主
総
会
を
開
催
す
る
か
ど
う
か
が
不
透
明
な
中

で
払
込
期
日
の
到
来
を
迎
え
る
可
能
性
を
含
ん
だ
制
度
設
計
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
の
よ
う
に
反
対
通
知
を
し
た
Ｘ1

ら
に
お

い
て
も
、
払
込
期
日
の
五
日
前
に
な
っ
て
総
会
不
開
催
に
急
転
す
る

事
態
に
遭
う
こ
と
も
生
じ
う
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
局
面
に
お
い

て
は
、
総
会
開
催
期
日
の
払
込
期
日
ま
で
の
差
止
め
の
機
会
は
完
全

に
封
じ
込
め
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
株
主
に
差
止
め
の
仮
処
分
命
令

を
求
め
る
た
め
の
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
場
合
に

は
、
事
後
的
に
新
株
発
行
の
効
力
を
争
う
途
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。

本
件
で
は
、
Ｙ1

は
Ｘ1

ら
の
反
対
の
通
知
を
前
も
っ
て
予
想
で
き
た
こ

と
、
払
込
期
日
ま
で
に
株
主
総
会
開
催
が
必
須
と
な
る
こ
と
は
容
易

に
想
定
し
え
た
こ
と
、
ま
た
、
株
主
が
僅
少
ゆ
え
に
総
会
招
集
手
続

も
簡
略
化
で
き
た
は
ず
で
（
会
社
法
三
〇
〇
条
参
照
）、
そ
の
開
催

自
体
が
困
難
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
事
前
の
権

利
確
保
に
つ
き
生
来
的
に
限
界
の
あ
る
Ｙ1

の
株
主
に
対
し
て
事
後
的

救
済
を
認
め
る
こ
と
に
合
理
性
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
条
の
下

で
は
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
法
令
違
反
と
し
て

差
止
め
を
求
め
る
機
会
が
制
度
上
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
本
件
Ｙ1

の
新
株
発
行
の
手
続
に
お
い

て
Ｘ1

ら
の
差
止
め
の
機
会
を
事
実
上
奪
っ
た
状
況
に
重
大
な
法
令
違

反
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
5
）
最
後
に
、
判
旨
の
合
理
性
は
、
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
に

よ
る
公
開
会
社
の
新
株
発
行
に
係
る
規
律
の
転
換
に
呼
応
し
た
も
の

で
あ
る
点
に
も
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
公
開
会
社

の
新
株
発
行
は
、
昭
和
四
一
年
商
法
改
正
以
降
、
有
利
発
行
で
な
い

限
り
取
締
役
会
で
機
動
的
に
決
定
で
き
る
こ
と
が
原
則
と
定
め
ら
れ
、
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株
主
の
支
配
権
に
関
わ
る
利
益
は
資
金
調
達
の
機
動
性
に
劣
後
す
る

も
の
と
整
理
さ
れ
て
き
た
。
加
え
て
、
最
判
平
成
六
年
七
月
一
四
日

判
時
一
五
一
二
号
一
七
八
頁
が
、
所
定
の
決
議
を
経
ず
に
著
し
く
不

公
正
な
方
法
で
行
わ
れ
た
新
株
発
行
（
以
下
、
不
公
正
発
行
と
い

う
）
で
あ
っ
て
も
、
前
掲
最
判
昭
和
三
六
年
三
月
三
一
日
を
引
用
し

て
無
効
原
因
で
は
な
い
と
の
判
断
が
確
立
さ
れ
、
不
公
正
発
行
に
よ

り
侵
害
さ
れ
る
株
主
の
支
配
権
に
関
す
る
利
益
は
事
実
上
差
止
請
求

制
度
を
通
じ
て
救
済
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
判
例
の
姿
勢
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
た
だ
、
司
法
の
場
で
は
主
要
目
的
ル
ー
ル
に
よ
り

不
当
目
的
が
認
定
さ
れ
不
公
正
発
行
の
差
止
め
が
容
認
さ
れ
る
こ
と

は
実
際
に
限
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
（
江
頭
・
前
掲
八
〇
二
頁
注
4
）、

株
主
の
支
配
権
に
関
す
る
利
益
を
保
護
す
る
裁
判
規
範
も
実
効
的
に

機
能
し
て
き
た
と
は
い
え
ず
、
結
果
と
し
て
経
営
陣
の
恣
意
的
な
第

三
者
割
当
増
資
が
蔓
延
ら
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
法

も
判
例
も
、
公
開
会
社
の
株
主
は
持
分
比
率
に
利
害
も
関
心
を
有
し

な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
を
標
榜
し
て
き
た
と
も
い
え
る
中
で
、

平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
は
、
そ
う
し
た
濫
用
的
な
第
三
者
割
当
増

資
の
横
行
か
ら
株
主
の
支
配
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
新
た
な
規
律

を
導
入
し
、
公
開
会
社
の
支
配
権
が
異
動
す
る
局
面
で
は
株
主
の
意

思
を
尊
重
す
る
と
い
う
新
た
な
価
値
判
断
を
示
し
た
も
の
と
解
し
う

る
。
こ
れ
を
法
の
軌
道
修
正
と
捉
え
る
な
ら
、
本
条
の
制
定
を
境
と

し
て
支
配
権
の
移
転
の
問
題
は
、
公
開
会
社
で
あ
れ
取
締
役
会
で
は

な
く
株
主
の
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
を
会
社
法
は
取
り
込
ん
だ
も
の
と
捉
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
（
久

保
田
・
前
掲
三
〇
頁
）。
す
で
に
判
例
は
、
非
公
開
会
社
に
お
け
る

新
株
発
行
に
お
い
て
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
場
合
、
支
配
権
を
重
視

す
る
株
主
の
意
思
に
配
慮
し
て
無
効
原
因
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
（
最
判
平
成
二
四
年
四
月
二
四
日
民
集
六
六
巻
六
号
二
九

〇
八
頁
）。
こ
の
法
理
の
論
拠
は
、
会
社
法
が
、
非
公
開
会
社
の
株

主
が
支
配
権
の
維
持
に
関
心
を
有
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
株
主
の
意
思
で
新
株
発
行
を
決
定
さ
せ
る
規
律
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。
公
開
会
社
に
お
け
る
新
株
発
行
の
通
則
的
規
律

は
非
公
開
会
社
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
の
、
本
条
も
支
配
権
の
変

動
に
大
き
な
関
心
を
有
す
る
既
存
株
主
を
前
提
に
株
主
総
会
決
議
を

要
す
る
枠
組
み
を
採
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
非
公
開
会
社
に
お
け

る
判
例
理
論
（
前
掲
最
判
平
成
二
四
年
四
月
二
四
日
）
を
本
条
の
局

面
に
敷
衍
す
る
素
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
も
解
し
う
る
（
加
藤

貴
仁
ほ
か
「
座
談
会
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
」
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
研

究
二
六
号
九
八
頁
（
二
〇
一
四
年
）
九
八
頁
（
田
中
亘
発
言
））。
た

と
え
公
開
会
社
の
株
主
で
あ
っ
て
も
誰
が
支
配
株
主
と
な
る
か
に
関

心
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
支
配
権
の
異
動
が
必
至

の
本
条
の
下
で
は
、
株
主
の
支
配
利
益
を
優
先
的
に
保
護
し
、
公
開
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会
社
に
お
い
て
も
内
部
的
意
思
決
定
を
経
ず
に
な
さ
れ
た
新
株
発
行

に
無
効
原
因
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
判
旨
は
、
本
条
の
趣
意
を
踏

ま
え
た
判
断
を
示
し
た
点
で
評
価
で
き
る
。

〔
追
記
〕　

脱
稿
後
、
島
田
志
帆
「
本
件
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増

刊
一
五
七
〇
号
八
〇
頁
（
令
和
三
年
度
重
要
判
例
解
説
）
に
接
し

た
。

重
田
麻
紀
子


